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Ⅱ 障害者支援施設 久喜けいわ 

 

平成 29年度事業計画に基づいて以下の事業を行いました。  

 

【生活介護・施設入所・就労移行・就労継続Ｂ型共通事項】  

 

1 利用ニーズへの対応  

○現員と利用率                      平成30. 3. 31現在 

   

(1) 生 活

介 護

は 、

11 月

に 1名新規利用者が増えましたが、 3月に 1名契約解除があり、利用率が上が

りませんでした。  

(2) 施設入所は、契約解除も新規利用もありませんでした。  

  (3) 就労移行は、新規利用もありましたが、定員がなかなか埋まらず、利用率

が昨年度より約 13％下がりました。  

 (4) 就労継続は、定員以上に受入れていますが、 100％に届きませんでした。  

(5) 短期入所は、利用希望が大変多く、受入れを制限する状況が続きました。  

 

2 人材の育成・定着                                   平成30. 3. 31現在 

職 種 人 数 備 考 

常 務 理 事 1  

事 務 長 1  

参  事 1 他事業所管理者兼務 

総務課長 1  

主 幹 1  

事 務 員 4 障害者雇用 1 名 

清掃、営繕 2  

洗濯、清掃 2 障害者雇用 2 名 

施 設 長 1  

支援課長 2 生活 就労 

主 査 2 生活 就労 

主  任 6 生活介護・施設入所 4 名 就労移行･就労継続 B 型 2 名 

生活支援員 35 生活介護 29 名 就労移行 1 名 就労継続 B 型 5 名 

職業指導員 4 就労移行 2 名 就労継続 B 型 2 名 

就労支援員 1 就労移行 1 名 

目標工賃達成指導員 1 就労継続 B 型 1 名 

看 護 師 4 常勤 1 名 非常勤 3 名 

看護補助 1 非常勤 

管理栄養士 2  

計 72  

事  業  名 定 員  現 員 利 用 率 

生 活 介 護 定員67名 現員67名 94.1％ 

施設入所支援 定員54名 現員54名 98.4％ 

就労移行支援  定員15名 現員11名  69.4％ 

就労継続支援 定員32名 現員35名 98.0％ 

短期入所支援 定員 6名 99.7％ 
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(1) 実施した主な研修  

内
部 

新任研修、心理勉強会、自閉スペクトラム症研修、安全運転講習  

虐待防止研修、職員基礎研修、人材育成研修、地域定着支援研修  

外
部 

新任職員研修、中堅職員研修、チームリーダー研修  

サービス管理責任者研修、相談支援従事者研修  

感染症研修、強度行動障害支援者養成研修  

発達障害児・者支援研修、虐待防止研修、災害派遣福祉チーム研修  

サービス管理責任者フォローアップ研修  

  

(2) 法人で作成した倫理綱領と行動規範を全職員に配布して説明しましたが、 9

月に不適切な支援がありました。再発を防止するために虐待防止委員会に

よる巡回や施設長による職員の個別面談などを行いました。  

(3) 心身の不調による退職や休職があり、早番・遅番・夜勤の変則勤務や土日

祝日に勤務できる職員不足の問題が深刻化しました。人手の確保が大変難

しい状況なので、業務だけでなく活動や行事についても見直していく必要

があります。  

 

3 地域との共生  

   積極的に地域の行事に参加し、クラブの発表や自主製品の販売を行い、た

くさんの方々との交流を図りました。  

月 行 事 名 

4 月 清久さくらまつり、久喜市れんげ祭り 

5 月 清久運動会、フレンドシップデー 

6 月 彩の国セルプまつり、ホットハートフェスティバル 

7 月 提灯祭り、天王様 

8 月 啓和会盆踊り、セルプバザール 

9 月 
久喜市防災訓練、久喜地区平和と人権の集い 

ふれあいスポレクフェスタ 

10 月 
西公民館まつり、ライオンズクラブ芋掘り、埼葛人権を考える集い 

市民まつり、セルプバザール 

11 月 

けいわ祭り、清久小まつり、食育まつり、彩の国ドリームフェスタ 

久喜特別支援学校まつり、騎西特別支援学校まつり 

雷電神社収穫祭、あやめチャリティフェスタ 

12 月 鷲宮地区人権の集い 忘年会コンサート、餅つき 

1 月 ホットハートフェスティバル 

2 月 まなびすと久喜 

3 月 はなさき公園まつり 
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4 健康管理  

      ＯＪＴや会議での職員育成の効果もあり、インフルエンザ等の感染症は発

生せず、計画通りに支援できました。  

 

5 危機管理及びリスクマネジメント  

 (1) 補助金を活用して屋外に防犯カメラを 11台設置しました。  

 (2) 利用者一人ひとりのリスクとその対応策について、各棟ごとにまとめまし

たが、ケガや対人トラブルを軽減するためには更に検討していく必要があ

ります。  

 

【生活介護・施設入所支援】  

1 日常生活支援  

 (1) 歩行や車椅子での移動、食事摂取などに課題がある人に対して、作業療法

士からアドバイスを受け、生活しやすい環境作りや運動などの支援に活か

しました。  

 (2) 着衣・身だしなみについて、食べこぼしの汚れがないか食後の確認に努め

ましたが、まだ支援が行き届かないことがあります。  

 

2 環境整備  

(1) 男性棟女性棟の廊下と居室の壁と天井の塗り替えを行いました。  

(2) 女性棟トイレに手すりを設置しました。また、男性棟浴室の床と排水溝  

の汚れ落としは清掃業者に依頼しました。  

 

3 日中活動支援  

一人ひとりに合わせた活動を行いました。特に絵を描くことが好きな人た

ちの活動は定期的に行い、出来上がった作品が地域の作品展に展示されまし

た。  

 

4 余暇支援  

(1) 担当支援員が中心となって意向を確認しながら、施設内での余暇や外出な

ど色々な活動を提供しました。  

(2) クラブ活動のマラソン、水泳、音楽は計画通りに実施しました。登山クラ

ブは平日に行う予定でしたが、職員不足の状況が続いたため、 3月に 1回の

みの実施となりました。  
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5 重度化への支援  

 (1) 生活場面での衣類の着脱や食事の片付けなど、本人ができることは時間を

かけながら行ってもらいました。  

 (2) 日中活動ではゆったり過ごす時間を作り、日帰り旅行も公用車を使用して

近くで楽しめるものにしました。  

月 日 行き先 利用者 家族 職員 

5 月 24 日 東武動物公園（公用車）  8 名 6 名 4 名 

6 月 13 日 日光中禅寺湖（観光バス） 15 名 5 名 7 名 

9 月 13 日 鉄道博物館（公用車） 10 名 0 名 4 名 

10 月 11 日 富士五湖（観光バス） 16 名 4 名 7 名 

1 月 17 日 ホテルバイキング（公用車）  6 名 0 名 4 名 

3 月 14 日 ホテルバイキング（公用車）  6 名 0 名 3 名 

 

6 高齢化への支援  

(1) 平均年齢が 47 歳となり、 45 歳以上の利用者が約 65％、 70 歳以上の利用

者は 5 名になりました。  

(2) 生活全般に渡り、年齢や体力を考慮した支援を行い、細かな体調管理が必

要な人に対しては、毎日バイタルをチェックしましたが、軽い脳梗塞によ

る入院と急性上気道炎による入院が 1 件ずつありました。  

 

7 地域移行  

    男性棟・女性棟・自立棟それぞれ１名ずつグループホームの体験利用を  

行いました。１名の方は移行が実現しそうでしたが、日常の家事が本人に

とっては負担が大きく、移行には至りませんでした。  

 

【就労移行】  

1 新規利用者の開拓と利用率の維持  

利用率  69.4% (前年度 82.8％ ) 

契約解除  
9名 (就職 3名※、復職 1名、就労継続B型に変更 4名  

他事業所 (就労継続A型 )1名）  

新規利用  6名  

   一般就労や利用期間満了に伴うサービス変更により、契約解除する利用者

が多く、利用率は維持できませんでした。  

 

2 就労支援  

(1) 座学の時間を設け、挨拶・言葉遣い・身だしなみなど職場で必要なマナー

を指導しました。  

(2) 6名の利用者が、一般企業での短期訓練、委託訓練、トライアル雇用を行い、

職場で働く体験を増やすことができました。  

(3) 企業実習または一般就労する利用者に対して、事前オリエンテーション、

面談の練習、通勤訓練を行いました。  
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3 就職者に対しての継続的な支援  

就労支援センターと協働で職場定着のための巡回等のアフターフォローを

行いました。就職した 3名は継続して働くことができています。  

※平成 29 年度就職先（就労移行） 

就職者 会社名 仕事内容 

男性（21歳） ㈱シーエックスカーゴ ＣＤ及び本の養生作業 

男性（21歳） ㈱三幸舎ランドリーセンター クリーニング 

男性（43歳） ㈱太平電業 モルタル球製造 

 

【就労継続Ｂ型】  

1 工賃増額  

(1) 新規の受託作業の導入により、工賃は増額しました。  

 

 

 

 

(2) けいわ味噌や餃子については、管理栄養士と協力し、品質管理の強化に努

め、品質の安定につながりました。  

(3) 「きっちんこすもす」を営業し、味噌・餃子を販売しましたが、利益を出

すことは難しい状況でした。  

  

2 就労支援  

   就労継続Ｂ型においても、就労を希望する利用者には就労支援センターと

協力して支援し、就職につなげることができました。  

※平成 29 年度就職先（就労継続） 

就職者 会社名 仕事内容 

男性（21歳） ㈱リクルートスタッフィングクラフツ 紙漉き、卓上カレンダー製造 

女性（31歳） ㈱吉野家 野菜加工 

 

3 様々な体験活動の提供  

行事、土曜開所のレクリェーション等の活動を通して社会経済活動への参

加の機会を提供しました。  

平成 29年度 土曜開所 活動一覧 

 月 就労移行 就労継続 

4月 東京タワー見学 運動（機能訓練棟）、ＤＶＤ鑑賞 

5月 埼玉県環境科学国際センター見学 菖蒲公園散策 

6月 ※ 土曜開所なし 

7月 運動（機能訓練棟）、調理実習 埼玉県こども動物自然公園 

年 度 平均工賃(円) 工賃総支給額(円) 

28 年度 9,656 4,142,565 

29 年度 14,985 6,219,036 



19 

 

8月 盆踊り 

9月 葛西臨海公園 ボウリング 

10月 久喜市民まつり 

11月 啓和まつり 

12月 調理実習 サイボクハム見学 

1月 初詣（神田明神） 運動（機能訓練棟）、お菓子作り 

2月 映写会（機能訓練棟） 
カラオケ（まねきねこ） 

映画鑑賞（モラージュ） 

3月 日帰り旅行（大洗アクアパーク、めんたいパーク） 

 


